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2018年1月～6月
 2018年シーズンがスタートしました。今シーズンは9月にア

メリカ・トライオンで開催される世界選手権の出場基準をクオリ
ファイし、出場することが最大の目標です。

昨シーズン後には日本に一時帰国していましたが、その間の
馬たちはと言うと、10月上旬から11月下旬までは蹄鉄を外した
状態で昼夜放牧を行なっていました。そのためかなり太ったよ
うですが、厩舎スタッフが1ヵ月かけて常歩だけを1時間ほど行
なって、肢に負担をかけ過ぎない方法で徐々に体重を減らし、
そこから少しずつ運動量を増やして従来のトレーニングができる
体に戻してくれていました。寒空の下、地道に常歩をしてくれ
たスタッフのおかげで、年明けにはスムーズにトレーニングを再
開することができました。

✥トレーニング
～オフシーズンからの立ち上げ方～

1ヵ月以上の完全休養を経て増えた体重を少しずつ落として
いる段階のため、今はシーズン中のような本格的なトレーニン
グは行なっていません。少しずつ運動量を増やして体力を戻し
ていくことと、リラックスした状態で十分に体をほぐしていくこ
との2点にポイントを置いています。人間でも同じですが休養明
けに過度なトレーニングは禁物なので、トレーナーの William に
「どれくらいの要求度合いで運動すればよいのか？」と質問し
たところ、「90％は低い体勢でストレッチ、10％は競技会のバ
ランスに近い状態で筋力アップというイメージで運動し、その
10％の部分を少しずつ増やしていけばいい」というアドバイス
でした。

ここで言う“ 低い体勢 ” とは、いわゆる “ 頭頸の伸展 ” の体
勢ではなく、頸の根本から体全体を丸くさせるイメージで、き甲
が持ち上げられている体勢です。

図はわかりやすくするために極端な表現をしていますが、B
の頭頸の伸展がなされている状態と比べると、A は鼻先を前下
方に伸ばすのではなく、巻き込んでいるというイメージに近いと
感じています。しかし、巻き込みとの決定的な違いは、頸の根
本から丸みを帯びていて、胸と顎の間には十分なスペースがあ
ることです。また、しっかりとコンタクトが保たれた状態を必要
とするため、手綱をできるだけ長くすることもありません。A の
状態を意識し、き甲が持ち上げられて十分に背中がストレッチさ

れていることを確認しながら、肩内・腰内・ハーフパスなど様々
な運動を行い、体全体をほぐすトレーニングを行なっています。

完全休養の間、昼夜放牧された馬たちには特に餌を与えるこ
とはなく、放牧地の草だけで過ごすのですが、不思議なほど
太ってスポーツホースとは思えない体型になります。総合馬は
人間でいう長距離ランナーであるため、競技会シーズンともな
ればシャープな体つきになります。スタミナを強化するトレーニ
ングを行なっているので、自然と無駄なぜい肉がそぎ落とされ
ていくという感じです。ここで重要なのは「体づくりをしていく
ために余裕のある体なのか？」ということです。絞っていける
だけの余裕がある体でなければならず、オフシーズンにあばら
骨が浮き出てしまっているようでは、これから始まる本格的なト
レーニングをする前に体に不具合が生じてしまいます。ハードな
トレーニングで体を作っていくためにも、体がリセットされてや
や太っている状態で良いということです。

この、「オフシーズンからの立ち上げ」という的を絞ったトレー
ニングは、総合馬術選手として学ぶべき知識であると感じてい
ます。

～競技会に向けたトレーニング～
2月に入り競技会に向けたトレーニングを再開しました。立ち

上げのトレーニングをじっくり行なった結果、馬が自然体のまま
調子を上げてきているのを実感しています。また、トレーニン
グを進める中でうまくいかないことがあったら、一つ前、あるい
はそのまた一つ前の段階にトレーニングレベルを下げて、「ここ
まではできる。ここからができない」というように馬の状態を確
実に判断できるようになりました。この先シーズンインに向けて
本格的に激しいトレーニングをしていく中で、この感覚は役に立
つだろうと感じています。

また、別の場所へ出かけて障害コースの練習やクロスカント
リーの馴致も始めました。私が乗っている3頭はすべて3スター

（現在の4スター）を経験している馬たちなので、今更クロスカ
ントリー障害の馴致など必要ないのですが、William からは「数ヵ
月間、クロスカントリーを走っていない馬に『またクロスカント
リー障害を飛ぶ生活が始まるのか』と予感させることが目的だ」
と言われました。実際、Vikenti は水濠の飛び込みで一瞬躊躇
する素振りを見せ、Utopia はバーがかけられていないただの
溝を拒止するなど、シーズン中には考えられない行動をとってい
ました。経験のある馬にとっても、“ 心構え・気持ちの切り替え ”
という意味で馴致させることが重要だということです。

✥厳冬期の馬服について
この時期の馬たちは驚くほど厚着をしています。厳冬期の1・

2月には、薄馬着・羽毛布団・厚馬着という組み合わせで過ご
しており、朝夕の気温が低い日には、薄馬着・毛布・羽毛布団・
厚馬着の4枚重ねです。馬事公苑がある宇都宮市の冬は非常に
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寒く、朝晩の冷え込み方だけならイギリスよりも寒いと感じるほ
どですが、そんな馬事公苑にいる馬たちよりもこちらの馬たち
のほうが厚着をしています。これは単純に「寒くてかわいそう」
というペット的な感覚が理由ではありません。寒さからくる筋肉
の硬直、それにともなう故障を未然に防ぐためです。「馬は寒
さに強い。過保護にす
る必要はない」という
意見もあるかもしれませ
ん。確かに、自然界に
生きる馬たちは雨や雪
が降ろうが馬着を着るこ
ともなく生きています。
しかし、人間のアスリー
トにとって “ 冷え ” が大
敵であるように、 馬術
というスポーツにおけ
るアスリートである馬に
も同様のケアが必要な
のだと感じています。

ここで大事なことが2点あります。一つはこまめな調節です。
馬着の中に手を入れて、馬の体温が適切に保たれているかを判
断しながら、着せたり脱がせたりを繰り返して我々人間が管理し
なければなりません。

もう一つ重要なことは、厚着をさせる場合には、毛刈りをし
てあることが最低条件です。毛刈りせずに厚着をさせると、逆
に体調不良の原因になりかねません。我々が扱っている馬たち
は、毎日トレーニングを行い、課せられた仕事（パフォーマンス）
をするスポーツホース（＝アスリート）です。人間のアスリート
が真冬に分厚いコートを着たまま運動し、汗だくになった状態の
まま着替えもせずに過ごすということがないのと同じように、馬
も薄着で運動させ、汗をかいた場合は汗によって体温が奪われ
ないように適切なケアをしなければなりません。

✥競技会
～世界選手権MES獲得に向けて～

今シーズン初戦はポルトガルの Barroca d'Alva でした。
Tacoma、Vikenti、Utopia の3頭を連れて丸3日をかけたタ
フな移動でした。そこで2週間連続して競技に出場するという
初めての経験もしました。

MES の獲得をかけて臨んだ Vikenti と Tacoma は、1週目
に CIC2*（現 CCI3*-S）、2週目に CCI3*（現 CCI4*-L）に
出場しました。

Vikenti のシーズン初戦はテンションが上がってしまって結果
を望めないことが明白なので、1週目は冷静さを取り戻させるこ
とだけに専念するつもりで臨みました。そのプランが功を奏した
ことと、私があまりに低く見積もっていたせいか、予想よりはる
かに良い状態で馬場馬術を終えることができました。クロスカ
ントリーでは緊張から馬が強くなってしまう場面もありましたが、
最終日にはリラックスした状態で走行することができました。

一方、Tacoma の1週目は強風と雨の中で馬場馬術の経路を
回ることになり、いろいろな事を試すというよりは、厳しいコン
ディションの中で演技をする練習となってしまいました。クロス
カントリーでは Tacoma が唯一苦手とする飛び下り障害があっ
たので心配していましたが、躊躇することなく果敢にクリアし、
信頼度という点に置いて大きな意味を持つクリアとなりました。

いよいよ2週目。クロスカントリーの前日にイギリスから
William が駆けつけてくれ、一緒にコースを下見することができ
ました。William とコースを歩くと、大まかな流れや考え方に対
してはそれほど大きな差はないのですが、“ 細かい注意点 ” に
おいて私が気付いていないことが多々あります。それに気付く
ことが、トップライダーがトップライダーであり続けられる大きな
理由であり、その小さな違いが大きな結果の違いになるのだろ
うと思います。今回も私が安全策だと思って選択したルートが、
実は馬にとっては疲労も大きく要求度の高いもので、実際にダ
イレクトルートを通っても何の躊躇もなくクリアすることができま
した。その一方で、難しいコンビネーション障害も歩数やリズム、
バランスの説明ではなく「両手、両足、キック！」という単純
な説明をすることもあります。そんな説明をされた時は不安な
気持ちになりますが、実際の走行では、どんな歩数やバランス
になってしまっても、両手両足の中に馬をコントロールして力強
くアタックするのが正解だったということもしばしばで、「両手、
両足、キック！」のアドバイスがあったからこそクリアできたとい
う障害物も少なくありません。

William のアドバイスと馬の頑張りによって、Tacoma はつ
いに MES を獲得することができました。しかし Vikenti とのコ
ンビでは、丘を下って上った頂上に設置されているナロー障害
で1拒止されてしまい、MES を取得できないという残念な結果
でした。

◀�22番の水濠障害。踏み
切りから1mほど離れた
池の中にAの障害物が
置かれている。奥に見え
るナロー障害がB。下見
ではショートの4歩だった
が、飛び込み方次第では
ロングの3歩も選択肢で
あり、私自身もVikenti
は4歩、Tacomaは3歩
でクリアした。

4月中旬に Utopia と出場した CIC3*（現 CCI4*-S）では、
クロスカントリーで1拒止があり、MES の獲得はなりませんでし
た。Utopia との走行で初めての拒止は私にとってとてもショッ
クな出来事で、「まさかこの馬が」という思いでした。この競
技の後、アイルランドの競技会に向かったのですが、こちらは
悪天候によるグラウンド不良で中止となってしまい、MES 獲得
に向けてスケジュールがタイトになってきました。

Tacoma と Vikenti は5月半ばに2ヵ月ぶりのインターナショ
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【JRA 馬術専門職員の募集について】【JRA 馬術専門職員の募集について】
JRA では馬術専門職の2024年度新規募集を行
います。
応募条件：

4年制大学又は大学院を2023年4月～2024年
3月に卒業見込の者 かつ 3年以上大学馬術部に在籍した者

職務内容：
・馬事公苑、競馬学校等における馬術の指導、事務
・本部（西新橋）、競馬場等における事務
・競馬開催業務
・その他
受験手続きの流れ：
1．JRA ホームページ上でのプレエントリー
2．プレエントリー後、馬事振興課までメールで連絡
3．企業セミナーの WEB 視聴及び馬術職セミナーへの参加
○企業セミナー：JRA 人事部が開催（詳細：採用ウェブサイト）
○�馬術職セミナー：4月14日（金）津久井馬術競技場　打合せ

会後
4．必要書類を JRA 馬事振興課へ提出（5月8日（月）必着）
※連絡先を含む詳細は全国の大学馬術部宛に送付してあります。
　馬取扱技能職・装蹄職の募集については5月頃 JRA ホーム
ページの採用ウェブサイトに掲載予定

ナル競技に出場しました。出場条件の獲得には関係のない競技
会だったため、色々な事を確認しながら走行することができまし
た。その一つが、馬をリラックスさせて本番で力を発揮させる
ために、馬場馬術当日に2回騎乗してから本番を迎えるというパ
ターンです。馬がどのような呼吸をして、どのような様子で運
動に取り組んでいるかを、目と耳と感覚を澄まして感じ取ること
が大切です。今大会はこの作戦が見事に成功し、2頭とも70％
を超えるスコアを得ることができました。

✥�総合馬術選手の憧れ、バドミントンホースト
ライアルズ
5月3日 から6日 に か け て 世 界 一 の 総 合 馬 術 競 技 会

Badminton International Horse Trials が行われたので
現地で観戦しました。この大会は、様々な条件をクリアしてい
る選ばれた人馬のみが出場できるもので、出場するだけでも
世界のトップで戦っている証であり、ここで完走することがど
れほど栄誉あることなのかを改めて感じることができました。

実際にクロスカントリーのコースを歩くことで、自分が持った
イメージとトップライダーの実際の走行との感覚を照らし合わせ
ることができ、素晴らしい経験となりました。2年前はただただ
大きな障害物に恐怖を感じ、飛越できるイメージを持つことなど
到底できませんでしたが、今年は全ての障害物において飛越し
ているイメージを持つことができました。これはまぎれもなく研
修の成果であり、自分自身大きな変化だと感じることができまし
た。そして、イギリスで総合馬術を志しているからには、一度
は出場してみたいという気持ちになりました。

過去2回優勝している William も久しぶりにこの競技会に出
場し、馬のオーナーを含めた我々関係者はとても楽しみにして
いましたが、残念ながら XC で拒止をしてしまい、その時点で
自ら棄権という結果でした。1拒止した時点で棄権した姿を見る
と彼にとっては完走が目的ではないことは一目瞭然で、完走す
ることすら難しいこの大会において結果を求められるトップライ
ダーたちの宿命を垣間見た気がしました。

William は「バドミントンですら○○」という例えをよく使い
ます。「バドミントンですら、クロスカントリーの朝はハック」「バ
ドミントンですら、やるべきことは変わらない」という言葉を聞
くと、多くの大会で優勝している彼にとっても、このバドミント

ンという大会がいかに特別な大会なのだということを強く感じま
す。オリンピックや世界選手権とは違いますが、世界中の総合
馬術選手にとって特別な大会であることを象徴している言葉な
のだと思います。

✥魔法の言葉「それがどうした？」
シーズンに入る前に今年の競技プランを William と相談する

中で「全ては世界選手権のための準備だということを忘れず
に、それぞれの競技会に向かおう」というアドバイスをもらいま
した。「馬場で60％をとろうが、クロスカントリーで2分遅れよ
うが、他の日本人選手が優勝しようが、それがどうした？　全
ては準備段階の出来事に過ぎないし、我々の目標はそこにはな
い」とも言われました。まさにその通りです。私自身もそう考
えるようにしていましたが、改めて「それがどうした？」とい
う言葉を聞き、これまで多くの世界大会で結果を出し続けてき
た William ならではの言い回しだと思い、本当に頼もしいトレー
ナーであることを改めて感じました。

シーズンがスタートして3ヵ月が経過しました。今のところ、
世界選手権の出場権利を獲得できているのは Tacoma のみで
す。世界選手権は9月でまだ時間はあるのですが、クオリファ
イが遅くなればなるほど挑戦できる競技会は減っていき、本番
までの時間も短くなります。少しでも早くクオリファイして馬を
休ませ、本番に向けてしっかりと準備するための時間が必要で
す。今の自分にできることは、確実に準備をして目の前の競技
会に集中していくことだと思っています。

▲�後方のお城のような建物がBadminton Houseと呼ばれる個人�
（公爵）の自宅

Takumi_Okitsu
スタンプ


